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令
和
４
年
度
定
時
総
会
を
開
催 

 

６
月
23
日
㈭
、
令
和
４
年
度
定
時
総
会
が
一
宮
市

高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
（
木
曽
川
支
部
）
に
お
い

て
開
催
さ
れ
ま
し
た
。 

当
日
は
、
セ
ン
タ
ー
会
員
数
1036
人
の
内
651
人
（
出

席
者
26
人
・
議
決
権
行
使
書
及
び
委
任
状
625
人
）
の

議
決
が
あ
り
ま
し
た
。 

小
林
理
事
の
開
会
宣
言
の
後
、
前
里
会
長
が
挨
拶
を

行
い
ま
し
た
。 

「
ま
ず
初
め
に
、
長
年
に
わ
た
る
ご
功
績
に
よ
り
表

彰
を
お
受
け
に
な
ら
れ
ま
す
48
名
の
会
員
の
皆
様
に

対
し
ま
し
て
、
心
か
ら
お
祝
い
申
し
上
げ
ま
す
。 

 

今
年
度
の
総
会
は
、
昨
年
に
引
き
続
き
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
の
観
点
か
ら
、
少
人
数
で
の

開
催
を
基
本
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
そ
の
た
め
、

会
員
の
皆
様
に
は
、「
議
決
権
行
使
書
」
又
は
「
委
任
状
」

の
提
出
を
お
願
い
す
る
こ
と
と
し
て
、
規
模
を
縮
小
す

る
形
で
こ
の
高
齢
者
生
き
が
い
セ
ン
タ
ー
で
の
開
催

と
な
り
ま
し
た
。 

今
回
の
総
会
開
催
に
対
し
ま
し
て
会
員
の
皆
様
に

は
、
ご
理
解
・
ご
協
力
を
い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、
深

く
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。 

        

 

さ
て
、
我
が
国
の
総
人
口
は
、
令
和
３
年
12
月
１
日

現
在
で
一
億
二
千
五
百
三
十
八
万
人
と
な
り
、
11
年

連
続
で
減
少
し
て
お
り
ま
す
が
、
65
歳
以
上
の
占
め

る
割
合
で
あ
る
高
齢
化
率
は
、
28.9
％
と
上
昇
を
続
け
、

過
去
最
高
と
な
り
ま
し
た
。
こ
の
こ
と
は
、
労
働
力
人

口
の
減
少
が
急
速
に
進
ん
で
い
る
こ
と
、
そ
し
て
、
地

域
社
会
の
活
力
を
維
持
し
高
め
て
い
く
こ
と
が
重
要

課
題
で
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
ま
す
。 

当
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
令
和
３
年
度
の
事

業
実
績
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
及
び
猛
暑

の
影
響
で
契
約
金
額
は
四
億
二
千
八
百
万
円
余
と
な

り
、
前
年
度
を
若
干
下
回
る
実
績
と
な
り
ま
し
た
。 

４
年
連
続
で
会
員
数
が
減
少
し
て
い
る
現
状
を
踏

ま
え
、
今
年
の
１
月
か
ら
毎
月
第
三
水
曜
日
に
開
催
し

て
い
た
新
入
会
員
研
修
会
を
毎
週
水
曜
日
に
開
催
す

る
入
会
説
明
会
と
改
め
、
入
会
希
望
者
が
速
や
か
に
入

会
で
き
る
環
境
を
整
え
ま
し
た
。
今
後
も
、
会
員
増
員

に
向
け
た
取
り
組
み
を
実
施
し
て
参
り
た
い
と
考
え

て
お
り
ま
す
。 

役
員
・
職
員
一
同
、
地
域
や
会
員
の
ニ
ー
ズ
を
把
握

し
、
多
数
の
会
員
に
本
人
が
希
望
さ
れ
る
業
務
の
提
供

を
図
る
所
存
で
あ
り
ま
す
の
で
、
皆
様
方
の
一
層
の
ご

理
解
と
ご
協
力
を
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
」
な
ど
と
述

べ
ま
し
た
。 

成
瀬
理
事
を
議
長
に
選
出
し
、
今
回
提
出
さ
れ
た
令

和
３
年
度
事
業
報
告
、
令
和
３
年
度
収
支
決
算
、
役
員

の
選
任
に
つ
い
て
の
３
議
案
は
、
議
決
権
行
使
書
及
び

委
任
状
の
結
果
も
含
め
過
半
数
の
賛
成
に
よ
り
原
案

ど
お
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 

事
務
局
に
よ
る
報
告
事
項
説
明
の
後
、
宮
脇
理
事
の

閉
会
の
言
葉
に
よ
り
定
時
総
会
を
終
了
し
ま
し
た
。 

会員数        1, 036人  

男  性          688 人  

女  性          348 人 

    (6月 20日現在)                               

挨拶をする前里会長 
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表彰を受ける丸井さん 

令
和
４
年
度
表
彰 

 

今
年
度
の
定
時
総
会
で
の
表
彰
式
は
、
新
型
コ
ロ

ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
に
配
慮
し
、
本
部
・
支
部
各

１
名
の
代
表
者
へ
の
表
彰
と
な
り
ま
し
た
。 

正
会
員
と
し
て
10
年
以
上
の
期
間
、
良
好
に
就
業

さ
れ
、
表
彰
を
受
け
ら
れ
た
48
名
の
皆
様
、
誠
に
お

め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

 

表
彰
を
受
け
ら
れ
た
方
（
順
不
同
・
敬
称
略
） 

 

【 

技
能
群 

】
８
名 

 

武
田
静
夫 

田
中
勝
義 

福
﨑
利
秀 

則
武
孝
二 

佐
藤
正
俊 

則
竹
孝
啓 

加
藤
輝
雄 

永
田
昭
夫 

 

【 

管
理
群
、
筆
耕
・
事
務
・
そ
の
他 

】
14
名 

 

林 

秀
夫 

野
々
垣
昌
典 

村
田
孟
男 

近
藤
重
幸 

山
村 

守 

林 

勝
司 

  

安
喜
修
文 

磯
部
彰
三 

 

井
上
公
宏 

山
本
克
博 

山
田
荘
三
郎 

鎌
田
正
夫 

山
田
善
憲 

前
田
美
惠
子 

 
 

【
一
般
作
業
群
、
繁
盛
店 

】
26
名 

 
 

森 

隆
幸 

磯
部
照
代 

春
日
井
和
子 

井
川 

節 

岡
庭
幸
代  

井
上
直
和  

堀 

松
子   

加
賀
山 

隆 

山
内
義
彦 

佐
野
タ
ケ
子 

小
林
茂
勝 

小
池
鉄
藏 

  

酒
井
敏
子 

牧
田 

隆 

青
井
千
恵
子 

佐
藤
哲
朗 

杉
本 

正 

袴
田
淑
子 

大
久
保
順
一 

岩
田 

明 

岩
瀬
千
代
子 

丸
井
靖
子 

吉
田
千
栄
子  

世
古
一
子  

小
椋
友
良  

田
中
勝
三 

 

            

受
賞
者
の
喜
び
の
声  

（
木
曽
川
）
丸
井 

靖
子 

こ
の
度
は
、
会
員
10
年
の
表
彰
を
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
す
。 

私
は
平
成
23
年
８
月
に
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ

ー
に
入
会
し
ま
し
た
の
で
、
も
う
す
ぐ
11
年
に
な

り
ま
す
。
い
つ
ま
で
続
け
る
こ
と
が
で
き
る
の
か
と

不
安
に
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
仕
事
の
仲
間
に
も
恵

ま
れ
て
現
在
も
元
気
に
就
業
し
て
い
ま
す
。
就
業
先

や
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
職
員
の
皆
様
に
は
大

変
感
謝
し
て
い
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
体
力
・
気
力
の

続
く
限
り
、
シ
ル
バ
ー
人
材
セ
ン
タ
ー
の
会
員
と
し

て
働
い
て
い
き
た
い
と
思
っ
て
お
り
ま
す
の
で
、
ご

指
導
の
ほ
ど
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
。 

令
和
４
年
度
理
事
会
の
開
催 

 

去
る
５
月
23
日
㈪
に
第
１
回
理
事
会
が
開
催
さ

れ
ま
し
た
。
ま
た
、
定
時
総
会
当
日
の
総
会
終
了
後

に
第
２
回
理
事
会
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。
審
議
さ
れ

た
議
案
は
次
の
と
お
り
で
す
。 

 

第
１
回
理
事
会 

 

第
１
号
議
案 

令
和
３
年
度
事
業
報
告
に
つ
い
て 

第
２
号
議
案 

令
和
３
年
度
収
支
決
算
に
つ
い
て 

第
３
号
議
案 

職
員
給
与
規
程
の
一
部
改
正
に
つ 

 
 
 
 
 
 
 

い
て 

第
４
号
議
案 

令
和
４
年
度
定
時
総
会
に
つ
い
て 

第
５
号
議
案 

令
和
４
年
度
定
時
総
会
の
役
割
分 

 
 
 
 
 

 

担
に
つ
い
て 

第
６
号
議
案 

令
和
４
年
度
表
彰
者
に
つ
い
て 

第
７
号
議
案 

役
員
候
補
者
に
つ
い
て 

協 

議 

事 

項 

中
期
計
画
策
定
委
員
会
の
設
置
に 

 
 
 
 
 

 

つ
い
て 

報
告
事
項 

 

・
正
会
員
の
入
会
に
つ
い
て 

・
事
業
実
施
状
況
に
つ
い
て 

・
専
決
処
分
に
つ
い
て 

 

第
２
回
理
事
会 

 

第
１
号
議
案 

常
務
理
事
の
選
任
に
つ
い
て 

 

理
事
会
の
議
案
等
は
慎
重
審
議
の
結
果
、
す
べ
て

原
案
通
り
議
決
さ
れ
ま
し
た
。 
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令
和
３
年
度
安
全
標
語 

 

最
優
秀
作
品 

 
 

（
宮 

西
） 

 

服 

部 
 

清 

男 

 
 
 
 
 
 
 
 
 

安
全
は 

無
理
せ
ず 

無
茶
せ
ず 

油
断
せ
ず 

ウェブサイトを開設しています。「一宮市シルバー」で検索してご覧ください。 
 

 

役
員
の
改
選 

定
時
総
会
に
て
新
役
員
３
名
が
承
認
さ
れ
、
定
時

総
会
終
了
後
の
第
２
回
理
事
会
で
、
常
務
理
事
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。 

辞
任
さ
れ
ま
し
た
旧
理
事
・
監
事
の
皆
様
に
お
か

れ
ま
し
て
は
、
重
責
を
務
め
て
い
た
だ
き
、
誠
に
あ

り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。 

 

新
常
務
理
事 

石
黒 

直
樹 

新  

理  

事 

山
田 

一
吉 

新  

監  

事 

市
川 

秀
吉 

以
上
３
名
の
新
役
員
が
就
任
さ
れ
ま
し
た
。 

 

              

安
全
就
業
ニ
ュー
ス 

全
国
シ
ル
バ
ー
か
ら
「
令
和
３
年
度
の
重
篤
事
故

と
そ
の
推
移
」
に
つ
い
て
報
告
が
あ
り
ま
し
た
の
で

ご
紹
介
し
ま
す
。 

令
和
３
年
度
の
全
国
の
重
篤
事
故
件
数
は
、
39
件

で
就
業
中
27
件
、
就
業
途
上
12
件
で
し
た
。
前
年
度

と
比
較
す
る
と
就
業
中
で
１
件
の
増
、
途
上
は
３
件

の
減
と
な
り
ま
し
た
。 

死
亡
事
故
は
、
就
業
中
20
件
、
途
上
６
件
の
計
26

件
で
前
年
度
27
件
か
ら
１
件
の
減
で
す
。 

６
か
月
以
上
の
入
院
は
、
就
業
中
７
件
、
途
上
６

件
の
計
13
件
で
、
前
年
度
か
ら
は
１
件
の
減
と
な
っ

て
い
ま
す
。 

そ
の
中
で
も
、
前
年
度
14
件
で
あ
っ
た
就
業
中
の

死
亡
事
故
が
６
件
増
の
20
件
と
な
っ
た
こ
と
、
そ
し

て
就
業
中
の
事
故
の
約
６
割
が
「
墜
落
・
転
落
」
と

毎
年
高
い
割
合
で
推
移
し
て
い
る
こ
と
は
、
注
目
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。
植
木
の
剪
定
・
樹
木
の
伐
採

等
で
は
、
必
ず
安
全
帽
、
墜
落
制
止
用
器
具
（
安
全

帯
）
の
着
用
を
お
願
い
し
ま
す
。 

次
に
、
就
業
途
上
の
事
故
で
は
、
徒
歩
の
事
故
が

５
件
、
自
転
車
４
件
、
バ
イ
ク
１
件
、
乗
用
車
が
２

件
あ
り
ま
し
た
。
こ
う
し
た
事
故
は
、
必
ず
し
も
本

人
に
過
失
責
任
が
あ
る
と
は
言
え
ま
せ
ん
が
、
自
転

車
に
よ
る
多
く
の
事
故
は
、
左
側
通
行
と
一
時
停
止

を
守
る
こ
と
に
よ
り
防
げ
る
と
い
う
調
査
結
果
も
あ

り
ま
す
。
徒
歩
で
あ
っ
て
も
交
通
ル
ー
ル
を
守
り
、

自
身
の
体
力
を
過
信
せ
ず
周
り
に
注
意
を
払
う
よ
う

に
お
願
い
し
ま
す
。 

就
業
中
の
事
故
例 

 ◇
草
刈
り
機
に
て
狭
い
道
の
除
草
作
業
中
、
器
具
と

共
に
誤
っ
て
道
路
脇
の
側
溝
へ
転
落
し
死
亡
。 

◇
ゴ
ル
フ
ボ
ー
ル
を
収
集
中
、
地
下
の
タ
ン
ク
に
転 

落
し
頸
椎
損
傷
。 

◇
自
転
車
整
理
の
作
業
中
転
倒
し
、
急
性
硬
膜
下
血 

 

腫
と
診
断
。 

◇
伐
採
作
業
中
、
チ
ェ
ー
ン
ソ
ー
が
跳
ね
返
り
右
膝

辺
り
に
当
た
り
切
傷
し
、
出
血
性
シ
ョ
ッ
ク
で
死

亡
。 

◇
高
さ
７
メ
ー
ト
ル
の
傾
斜
地
を
降
り
る
時
に
、
バ

ラ
ン
ス
を
崩
し
前
の
め
り
に
駆
け
下
る
よ
う
な

形
で
、
斜
面
下
の
遊
具
を
囲
っ
た
鉄
パ
イ
プ
の
柵

で
腹
部
を
強
打
し
内
臓
損
傷
に
よ
り
死
亡
。 

◇
草
刈
り
作
業
で
一
緒
に
作
業
す
る
会
員
の
左
を
通

過
す
る
際
、
刈
刃
が
左
太
も
も
に
当
た
り
負
傷
、

救
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
外
傷
性
出
血
に
よ
り
死
亡
。 

◇
草
刈
り
作
業
中
、
蜂
に
刺
さ
れ
病
院
へ
行
く
た
め

現
場
を
離
れ
た
が
、
そ
の
後
、
倒
れ
て
い
る
と
こ

ろ
を
発
見
し
救
急
搬
送
さ
れ
た
が
、
ア
ナ
フ
ィ
ラ

キ
シ
ー
シ
ョ
ッ
ク
に
よ
る
急
性
心
不
全
で
死
亡
。 

 

就
業
途
上
の
事
故
例 

 ◇
就
業
先
に
向
か
う
際
、
信
号
機
の
な
い
道
路
を
横

断
中
に
軽
自
動
車
に
は
ね
ら
れ
死
亡
。 

◇
歩
道
を
自
転
車
で
通
行
中
、
歩
道
奥
の
コ
ン
ビ
ニ

ト
ラ
ッ
ク
駐
車
場
に
入
る
大
型
ト
ラ
ッ
ク
に
巻

き
込
ま
れ
重
傷
。 

  

こ
う
し
た
例
を
教
訓
に
皆
さ
ん
も
十
分
注
意
警
戒

す
る
よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。 

左から市川監事、山田理事、石黒常務理事 
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川 

柳 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
木
曽
川
）
桐 

田 

恵 

行 

め
し
・
お
な
ら 

花
見
・
ト
ン
ボ
と 

種
尽
き
ず 

振
り
返
り 

六
十
プ
ラ
ス 
川
柳
と 

  
 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
越  

野 

高 

光 

時
代
錯
誤
の
百
万
鹿
は
セ
ク
シ
ャ
ル
模
様 

歩
き
ス
マ
ホ
自
転
車
ス
マ
ホ 

人
生
懸
け
る
ス
マ
ホ
ゲ
ー
ム 

 

短 

歌 

 
 
 
 
 
 
 
 

（
大 

和
）
伊 

藤 

勝 

義 

老
い
の
背
を
追
い
越
し
て
行
く
花
吹
雪 

 
 
 
 
 
 

早
く
散
れ
よ
と
吾
を
急
か
す
か 

湯
に
浸
か
り
今
日
の
ひ
と
日
を
ふ
り
返
り 

何
も
な
か
っ
た
小
さ
き
幸
せ 

        

こ 

と 

ば 

歳 

時 

記 

◎
炎
暑
（
え
ん
し
ょ
） 

 

ほ
む
ら
が
燃
え
て
い
る
ご
と
き
暑
さ
を
い
う
。
太

陽
が
ぎ
ら
ぎ
ら
と
照
り
つ
け
る
最
も
厳
し
い
暑

さ
で
あ
る
。 

◎
炎
昼
（
え
ん
ち
ゅ
う
） 

 

真
夏
の
昼
間
。
炎
天
の
炎
と
昼
間
の
昼
か
ら
で
き

た
言
葉
。 

◎
空
蝉
（
う
つ
せ
み
） 

 

セ
ミ
の
抜
け
殻
の
こ
と
。
も
と
も
と
「
現
し
身
」 

「
現
せ
身
」
で
生
身
の
人
間
を
さ
し
た
が
、
の
ち
に 

「
空
せ
身
」
空
し
い
こ
の
身
、
魂
の
ぬ
け
殻
と
い
う

反
対
の
意
味
に
転
じ
た
。
こ
れ
が
、
「
空
蝉
」
セ

ミ
の
ぬ
け
殻
の
イ
メ
ー
ジ
と
重
な
っ
た
。 

◎
朝
焼
（
あ
さ
や
け
） 

 
太
陽
の
光
が
大
気
層
を
通
過
す
る
時
の
散
乱
現
象

で
、
日
の
出
の
時
に
東
の
空
が
紅
黄
色
に
染
ま

る
こ
と
を
い
う
。
夏
が
最
も
色
鮮
や
か
で
、
天

気
が
下
り
坂
に
な
る
前
兆
で
も
あ
る
。 

 

新
入
会
員
の
紹
介 
（
５
月
26
日
～
６
月
16
日
） 

(

宮
西
）
松
本
秀
夫(
神
山
）
堀 

裕
章(

富
士
）
鍵
谷

末
男
（
西
成
）
山
川
洋
一
郎
（
丹
陽
）
安
藤
ひ
さ
子

(

浅
井
）
小
川
広
治
（
大
和
）
立
石
い
つ
子
（
今
伊

勢
）
内
堀
公
夫
・
稲
川
文
子
・
田
中
真
弓
（
萩
原
）

加
藤
ト
キ
子
（
千
秋
）
武
藤
良
雄(
起)
馬
場
達
雄

(

小
信
）
續
木
朱
美
（
大
徳
）
伊
藤
み
ど
り(
木
曽
川
）

浦
山
忠
夫
・
小
川
純
子 

・
宮
﨑 

保 

 
 

 
 

 
 

 
 

（
18
名
） 

 

退
会
者
の
紹
介
（
５
月
21
日
～
６
月
20
日
受
付
分
） 

(

西
成)

志
水
貞
子
（
丹
陽
）
平
松
照
夫
（
大
和
） 

松
井
省
二
（
今
伊
勢
）
石
川
八
千
代
（
萩
原
）
安
達

利
昭
（
朝
日
）
髙
田
國
光(

小
信
）
淺
井
ナ
ツ
子 

 
 
 
    

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

（
７
名
） 

 
 
 

掲 

示 

板 

☆
本
部
か
ら
の
お
知
ら
せ 

◎
配
分
金
の
支
払
日
（
請
負
） 

 
 

『
６
月
就
業
分
』
７
月
20
日
㈬ 

◎
賃
金
の
支
払
日
（
派
遣
） 

 
 

『
６
月
就
業
分
』
７
月
25
日
㈪ 

◎
就
業
相
談
日 

 
  

期
日
：
７
月
28
日
㈭ 

 
  

時
間
：
午
前
９
時
30
分
～
正
午 

 
 
 
 
  

午
後
１
時
～
３
時
30
分 

 
  

場
所
：
本
部
、
尾
西
・
木
曽
川
各
支
部 

 

☆
熱
中
症
に
注
意
し
ま
し
ょ
う 

 
 

「
熱
中
症
」
は
、
高
温
多
湿
な
環
境
に
長
く 

い
る
こ
と
で
、
徐
々
に
体
内
の
水
分
や
塩
分 

の
バ
ラ
ン
ス
が
崩
れ
、
体
温
調
整
が
う
ま
く 

働
か
ず
体
内
に
熱
の
こ
も
っ
た
状
態
を
指
し 

ま
す
。
屋
外
だ
け
で
な
く
室
内
で
も
発
症
し
、 

救
急
搬
送
さ
れ
た
り
、
場
合
に
よ
っ
て
は
死 

亡
す
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
体
調
の
変
化
に 

気
を
配
り
、
熱
中
症
に
よ
る
健
康
被
害
を
防 

ぎ
ま
し
ょ
う
。 

会 

員 

の 

文 

芸 


